
歳
入
全
般

問

市
税
滞
納
に
対
し
て
、
差

し
押
さ
え
の
基
準
は
何
か
。

答

法
的
に
は
、
督
促
状
発
送

の
10
日
後
に
は
可
能
で
あ
る
。

問

差
し
押
さ
え
た
物
に
時
効

は
あ
る
の
か
。

答

時
効
は
な
い
。

問

猟
銃
や
弾
丸
の
差
し
押
さ

え
は
、
法
的
に
問
題
な
い
か
。

答

警
察
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、

法
的
に
も
問
題
な
く
や
っ
て
い
る
。

民
　
生
　
費

問

敬
老
会
に
使
用
し
た
弁
当

の
発
注
に
、
無
理
な
計
画
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答

弁
当
に
つ
い
て
大
変
不
手

際
が
あ
っ
た
。
発
注
に
つ
い
て

は
内
部
検
討
し
、
来
年
に
向
け

て
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問

老
人
介
護
施
設
の
待
機
者

数
の
状
況
は
。

答

３
月
現
在
、
老
人
福
祉
施

設
で
３
０
６
人
、
介
護
老
人
保

健
施
設
で
86
人
の
方
が
待
機
し

て
い
る
。

問

低
所
得
者
の
入
所
に
最
低

必
要
な
額
は
ど
の
程
度
か
。

答

「
む
ら
さ
き
苑
」
利
用
の

場
合
、
利
用
料
に
居
住
費
、
食

費
を
加
え
る
と
、
要
介
護
３
の

方
で
４
万
６
８
０
０
円
、
要
介

護
５
の
方
で
８
万
７
３
０
円
の

費
用
が
必
要
で
あ
る
。

問

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
増
床

計
画
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答

市
内
４
カ
所
、
合
計
で
30

人
以
上
が
利
用
で
き
る
小
規
模

多
機
能
施
設
を
計
画
し
、
業
者

を
募
集
中
で
あ
る
。

衛
　
生
　
費

問

八
幡
平
市
公
共
衛
生
対
策

事
業
補
助
金
１
５
０
万
円
の
う

ち
、
１
２
０
万
円
は
支
部
に
交

付
し
て
い
る
。
連
合
会
と
し
て

の
活
動
が
無
い
の
で
は
。

答

事
業
の
相
違
な
ど
で
一
気

に
統
合
で
き
な
か
っ
た
。
今
後

は
、
支
部
と
連
合
会
統
一
化
の

方
向
で
検
討
す
る
。

問

予
防
検
診
は
無
料
化
で
受

診
者
も
増
え
て
い
る
が
、
な
ぜ

安
代
地
区
の
予
防
検
診
率
が
西

根
地
区
の
倍
以
上
な
の
か
。

答

旧
安
代
町
は
、
個
人
負
担

を
自
治
体
で
持
つ
と
い
う
歴
史

も
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

問

婦
人
検
診
が
隔
年
受
診
で

あ
る
理
由
は
。

答

現
在
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
は
検
診
精
度
が
高
く
、
国
の

指
導
で
２
年
に
１
回
と
し
た
。

4

大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
「
山
賊
ま
つ
り
」（
10
月
６
日
〜
８
日
）

決算特別委員会

決算特別委員会

決算特別委員会（田村孝委員長、古川津好副委員長）は、9月20
日から26日まで開催しました。この特別委員会は、議長を除く市議
会議員全員で構成。平成17年9月に合併した本市が初めて通年予算
を執行した平成18年度一般会計、特別会計8会計および企業会計2
会計を審議し、いずれも原案どおり認定することに決まりました。

18年度歳出総額は162億円



農
林
水
産
業
費

問

国
有
地
借
り
上
げ
料
３
０

０
万
円
と
あ
る
が
、
買
い
取
る

考
え
は
な
い
か
。

答

七
時
雨
牧
野
の
分
で
あ
り
、

今
後
も
継
続
し
て
借
り
る
が
、

将
来
的
に
は
検
討
し
て
い
く
。

問

輸
入
飼
料
が
高
騰
し
て
い

る
が
分
析
と
対
策
を
伺
う
。

答

飼
料
米
へ
の
転
換
な
ど
、

制
度
を
上
手
に
使
い
、
全
農
な

ど
流
通
機
関
の
体
制
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
　
工
　
費

問

第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
の
方

向
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

答

合
併
統
合
し
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
大
き
く
し
て
多
角

経
営
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問

貸
工
場
の
現
状
は
。

答

３
社
入
居
、
雇
用
は
35
人

で
あ
る
。
企
業
誘
致
に
関
し
て

は
、
25
社
１
６
５
０
人
で
あ
る
。

土
　
木
　
費

問

大
更
西
線
の
17
年
工
事
個

所
で
陥
没
が
あ
っ
た
。
原
因
と

責
任
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

答

責
任
は
、
局
部
的
な
谷
地

を
予
測
で
き
な
か
っ
た
市
に
あ

る
。
約
２
０
０
万
円
の
工
事
費

で
本
年
度
工
事
を
し
た
い
。

問

道
路
用
地
を
購
入
す
る

際
、
安
代
地
区
と
他
地
区
に
差

が
あ
り
、
不
平
等
で
は
な
い
か
。

答

新
規
買
収
で
は
統
一
単
価

で
実
施
し
た
部
分
も
あ
る
。
今

後
、
不
平
等
が
生
じ
な
い
在
り

方
を
考
え
て
い
く
。

5

貸工場（写真奥）の隣では、道の駅にしね
の駐車場を拡幅する工事が行われています

決算特別委員会

平成18年度　各会計の決算状況（金額は、1万円未満を四捨五入）

会　　計　　名 収　入　額 支　出　額

一般会計 167億2,083万円 162億3,170万円

国民健康保険（事業勘定） 33億7,871万円 32億9,534万円

老人保健 32億8,823万円 31億5,707万円

公共下水道事業 9億 762万円 8億5,259万円

農業集落排水事業 11億1,225万円 10億8,753万円

浄化槽事業 8,644万円 8,038万円

国民健康保険（診療施設勘定） 3億 295万円 2億9,018万円

索道事業 1,863万円 1,608万円

公共用地先行取得事業 412万円 412万円

収益的収支 6億5,393万円 6億5,781万円

資本的収支 1,513万円 3,352万円

収益的収支 5億3,252万円 4億8,021万円

資本的収支 1億4,497万円 3億8,149万円

特
　
別
　
会
　
計

企
業
会
計

西根病院事業

水道事業



教
　
育
　
費

問

安
代
小
学
校
プ
ー
ル
は
開

閉
式
屋
根
で
、
冬
は
積
雪
で
壊

れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
開
い
た

状
態
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

設
計
時
に
十
分
検
討
し
た
か
。

答

旧
安
代
町
で
検
討
し
た
が
、

当
初
期
待
し
た
も
の
に
は
残
念

な
が
ら
な
り
得
な
か
っ
た
。

問

ジ
ャ
ン
プ
ス
キ
ー
の
ジ
ュ

ニ
ア
育
成
の
た
め
、
教
員
な
ど

の
指
導
者
の
体
制
は
。

答

県
内
で
は
指
導
で
き
る
教

員
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

問

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

の
長
旒
旗
が
旧
町
村
の
ま
ま
で

あ
る
。
統
一
で
き
な
い
か
。

答

１
旗
十
数
万
円
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
検
討
し
た
い
。

予
　
備
　
費

問

９
月
17
日
の
大
雨
で
浸
水

し
た
家
屋
の
消
毒
は
万
全
か
。

答

翌
日
か
ら
薬
剤
散
布
を
し
、

床
下
浸
水
に
つ
い
て
も
必
要
な

個
所
に
は
対
応
し
た
。

問

水
害
で
発
生
し
た
ゴ
ミ
の

処
理
は
。

答

被
災
者
が
分
か
り
や
す
い

場
所
へ
出
し
、
業
者
が
収
集
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問

被
災
者
へ
見
舞
金
な
ど
の

支
援
は
何
か
あ
る
か
。

答

災
害
援
助
法
の
適
用
が
な

い
と
難
し
い
。

問

農
作
物
被
害
へ
の
対
応
は
。

答

水
稲
は
共
済
が
あ
る
が
、

リ
ン
ド
ウ
な
ど
は
救
済
制
度
が

な
い
の
で
残
念
な
状
況
だ
。

問

生
活
用
水
や
防
災
用
水
と

し
て
の
機
能
も
あ
る
農
業
用
水

路
を
早
く
復
旧
す
べ
き
だ
。

答

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

な
り
、
早
く
復
旧
し
た
い
。

問

被
災
者
へ
の
市
民
税
な
ど

の
減
免
は
で
き
な
い
か
。

答

固
定
資
産
税
は
家
屋
崩
壊
、

埋
没
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
該
当

し
な
い
。
市
民
税
は
災
害
減
免

制
度
が
な
く
、
必
要
な
場
合
は

条
例
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

国
保
特
別
会
計

問

来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

75
歳
以
上
す
べ
て
の
高
齢
者
が

保
険
料
を
納
め
る
が
、
１
人
当

た
り
い
く
ら
に
な
る
予
定
か
。

答

11
月
に
決
定
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
全
国

6

18
年
度
決
算
の
市
税
収
入

は
29
億
８
６
０
０
万
円
、
前

年
比
１
７
０
０
万
円
の
減
少

で
、
11
年
度
の
34
億
７
０
０

０
万
円
を
頂
点
に
減
少
が
続

い
て
い
る
ほ
か
、
実
質
公
債

費
比
率
18
・
５
％
、
経
常
収

支
比
率
91
・
７
％
と
悪
化
し

て
い
る
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
は
、

保
育
所
統
廃
合
や
各
種
補
助

金
削
減
な
ど
が
あ
り
、
市
民

の
負
担
増
が
危き

惧ぐ

さ
れ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
打
開
に

無
駄
遣
い
は
許
さ
れ
ず
、
新
庁
舎
建
設

は
問
題
だ
。
市
政
の
原
則
は
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
精
神
で
あ
り
、
市
民
と
の

信
頼
関
係
構
築
で
あ
る
。
合
併
協
定
項

目
の
再
検
討
と
新
庁
舎
建
設
の
見
直
し

を
強
く
求
め
、
庁
舎
建
設
基
金
へ
の
積

立
金
を
支
出
し
た
18
年
度
一
般
会
計
決

算
認
定
に
対
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
い
中
、
18
年
度
決
算
を
見
る
と
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
４
億
８
９
１
２
万
５

０
０
０
円
、
繰
越
額
の
７
９
５
５
万
６

０
０
０
円
を
除
く
実
質
収
支
額
は
４
億

９
５
６
万
９
０
０
０
円
で
、
手
堅
い
財

政
運
用
と
評
価
す
る
。

18
年
度
実
績
で
は
、
児
童
手
当
支
給

事
業
の
拡
大
、
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
実
施
を
は

じ
め
、
各
般
に
わ
た
り
施
策

が
展
開
さ
れ
た
。

今
後
ま
す
ま
す
増
大
、
多

様
化
す
る
住
民
の
要
望
に
的

確
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
が
、

財
政
環
境
、
緊
急
度
、
重
要

度
な
ど
を
十
分
検
討
し
、
市

域
の
均
衡
あ
る
発
展
や
一
体

感
醸
成
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

市
民
の
負
託
に
応
え
る
市
政

運
営
を
期
待
し
、
賛
成
討
論

と
す
る
。

橋
　
悦
郎
　
議
員

小
野
寺
　
昭
一
　
議
員

反対

賛成
討論賛成

反対

決算特別委員会

開閉式屋根を備える安代小学校プール



平
均
保
険
料
は
、
１
人
月
６
２

０
０
円
と
示
さ
れ
て
い
る
。

問

収
入
が
月
13
万
円
の
母
子

家
庭
で
、
国
保
税
が
年
20
万
円

か
か
る
。
減
免
制
度
は
な
い
か
。

答

現
状
の
税
法
上
で
は
で
き

な
い
。
徴
収
期
間
延
長
や
延
滞

金
免
除
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

病
院
事
業
会
計

問

市
総
合
発
展
計
画
の
前
期

計
画
の
中
で
、
西
根
病
院
の
移

転
、
新
築
を
検
討
す
る
と
あ
る

が
、
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答

西
根
病
院
の
移
転
、
新
築

の
課
題
と
併
せ
て
、
病
院
経
営

の
課
題
に
つ
い
て
も
話
し
合
う

西
根
病
院
在
り
方
検
討
委
員
会

を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

一
般
会
計
か
ら
西
根
病
院

会
計
に
１
億
６
０
０
０
万
円
繰

り
出
し
て
い
る
が
、
交
付
税
に

算
定
さ
れ
る
額
は
。

答

普
通
交
付
税
に
地
方
債
分

５
７
７
万
円
と
病
床
数
分
２
８

７
０
万
円
、
特
別
交
付
税
に
不

採
算
地
区
分
５
７
８
６
万
円
、

計
９
２
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
る
。

水
道
事
業
会
計

問

市
水
道
事
業
基
本
計
画
の

中
で
、
西
根
と
松
尾
の
水
道
を

統
合
す
る
と
あ
る
が
、
需
要
予

測
に
対
す
る
給
水
能
力
は
。

答

西
根
、
松
尾
合
わ
せ
て
許

可
時
の
配
水
量
は
１
日
１
万
５

３
１
９
立
方
�
で
、
給
水
量
の

将
来
見
込
み
は
１
万
３
５
０
０

立
方
�
で
あ
る
。

問

西
根
と
松
尾
の
水
道
統
合

は
必
要
か
。

答

合
併
効
果
を
考
え
た
結
論

だ
。
西
根
は
水
が
厳
し
く
、
安

定
供
給
の
た
め
松
尾
の
水
を
確

保
す
る
趣
旨
も
あ
る
。

問

水
道
事
業
計
画
で
、
水
道

料
金
の
引
き
上
げ
が
示
さ
れ
て

い
る
が
。

答

将
来
を
見
越
し
、
段
階
的

に
見
直
す
総
括
原
価
主
義
で
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
括
質
問

問

新
庁
舎
建
設
は
、
検
討
委

員
会
で
早
く
青
写
真
を
作
り
、

示
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答

10
月
に
２
回
目
の
庁
内
検

討
委
員
会
を
予
定
し
て
い
る
。

庁
外
検
討
委
員
会
の
在
り
方
な

ど
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

問

合
併
協
定
項
目
で
あ
る
総

合
支
所
方
式
は
、
利
用
す
る
市

民
の
立
場
を
優
先
し
、
実
質
的

に
分
庁
舎
方
式
に
な
っ
た
。
同

じ
合
併
協
定
項
目
で
あ
る
新
庁

舎
建
設
も
見
直
す
べ
き
だ
。

答

行
政
組
織
や
機
構
改
革
は

実
施
し
た
が
、
総
合
支
所
方
式

は
変
え
て
い
な
い
。
新
市
事
務

所
の
位
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り
、
尊
重
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な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

7

決算特別委員会

無形民俗文化財であることを表す長旒旗（写真中央）

9月定例会では、提出された請願5件のう
ち4件を採択、1件を継続審査としたほか、
議員による発議案は7件すべて可決し、国や
県などに意見書を提出しました。

◎義務教育費国庫負担制度堅持及び負担割合
二分の一復元を求める請願（請願者：県教職
員組合岩手支部）

3 分の 1 となった国の負担割合の復元を求

めるもの（採択。意見書を国に提出）

◎教育予算の拡充、教職員定数の改善を求め
る請願（請願者：県教職員組合岩手支部）
30人以下学級の実現などを求めるもの（採

択。意見書を国に提出）

◎国民医療を守るための請願（請願者：岩手
郡医師会）

国の医療費抑制政策に反対するもの（採択。

意見書を国に提出）

◎乳幼児医療費無料制度の創設を求める国へ
の意見書採択に関する請願（請願者：新日本
婦人の会岩手県支部ほか）

乳幼児医療費無料制度の創設を求めるもの

（採択。意見書を国に提出）

◎飼料価格の高騰による農家負担の軽減と国
産飼料の増産、循環型畜産の発展を図る施策
を求める請願（請願者：農民運動県連合会）
飼料作物の高騰から畜産経営の保護を求め

るもの（継続審査）

◎岩手県後期高齢者医療広域連合規約の改正
を求める意見書
全市町村から広域連合議会議員の選出を求

めるもの（可決。広域連合に意見書を提出）

◎教科書検定に関する意見書
沖縄戦の事実を正しく伝えることを求める

もの（可決。意見書を国に提出）

◎集中豪雨への対策及び被災者への支援を求
める意見書
9 月17日発生の大雨災害からの早期復旧を

求めるもの（可決。意見書を国・県に提出）

請願・発議案
1件は継続審査


